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論文の内容の要旨 

 

論文題目  

西カリマンタン華人とインドネシア国家、1945-2012年 

―「国家の外部者」から政治参加への軌跡― 

 

氏名  松村智雄 

 

 

 

 

西カリマンタンの華人はインドネシア共和国が独立した当時には「インドネシアの外部」にい

た。彼らがインドネシア国家と出会い、その後インドネシア国家当局との間でさまざまな交渉を

しつつも、自分たちが華人であることを忘れることなく、インドネシアの政治に積極的に関わる

ようになるという大きな変化はいかにして生じたのか。 

序章では、なぜ西カリマンタン華人を取り上げるのかを述べる。従来の東南アジア華人研究に

おいては、現地化の進んだジャワ華人に関する研究の蓄積が多いのに比べ、ジャワ以外の地域の

華人に関する研究は乏しかった。それは第二次世界大戦後の東南アジア研究を率いたアメリカに

おいて、東南アジアへの共産主義の拡散への危機感から、独立したばかりの東南アジアの諸国家

を率いていく人々、つまり国家の中心にいたナショナリストたちの動きの研究、ナショナリズム

研究に関心が集まったからである。華人の中でもジャワ華人が主に研究対象となったのも、彼ら

がインドネシアのナショナリズムと親和性が高いからであった。 

翻って西カリマンタンの華人はジャワ華人と比較してより中国的な要素を保っており、インド

ネシア華人の中でも周縁的存在（「人的な」辺境）であった。また西カリマンタンという地域も、

インドネシアという国民国家にとっては辺境に位置している。西カリマンタン華人という存在は

その意味で、二つの辺境概念が交差するところに位置した。彼らの歴史的経験を取り上げること

により、従来の華人とインドネシア国家の関係に対する見方を再検討する。 

第 1 章では、インドネシア独立後、1950 年代の西カリマンタン華人社会を描く。当時の西カ

リマンタンの華人社会は、「インドネシアの外部」に位置していた。当時の西カリマンタン華人
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の自己認識が表れている当時のメディアの状況と、華人の文化継承と思想的形成に影響を与える

教育の諸相を記述する。この時代、インドネシア国家との関わりは限定的であったとはいえ、1950

年代末に起きた華人の国籍問題、外国人の商業活動制限を経験することによって、彼らは自らの

生活空間とは異なるインドネシアという国民国家の存在を認識するようになる。しかしながら、

国家の施策はこの地域に貫徹したわけでなかった。インドネシア国家に対する西カリマンタンの

持つ辺境性ゆえである。しかも当時の彼らの中国支持に沸く様子は、「人的な」辺境と呼ぶにふ

さわしいものであった。 

第 2 章では、西カリマンタン華人に大きな影響を与えた「1967 年華人追放事件」に焦点を当

てて、この事件が起こった原因、経過、帰結を詳述する。この事件は、西カリマンタン華人の前

にインドネシア国家の存在感が明確に登場した契機と位置付けられる。インドネシア国軍は、当

時インドネシア、マレーシア国境地帯で活動していたサラワク華人主体の共産主義ゲリラを西カ

リマンタン内陸の華人が支援しているという嫌疑をかけて、彼らを西沿岸部に追放する。その後、

華人はインドネシア国軍によって監視される。この事件は、西カリマンタンという地域および、

そこに居住する華人の「辺境性」の別の面を表現している。すなわち、一度辺境地帯が国民国家

の中央によって問題化されると、その国民国家の登場は劇的なものとなるという性質である。辺

境地帯は必然的に国境地帯であり、「1967 年華人追放事件」においては、西カリマンタンはイン

ドネシアの国防問題、ナショナリズムの最前線となったのである。 

第 3 章では、スハルト体制期（1966-1998）に発動された華人同化政策の実施に対して、西カ

リマンタン華人がどのように反応したのか、その中で自分たちのアイデンティティを、時代を追

って進行するインドネシア化の文脈の中でどのように表現しえたのか、ということを考える。当

時、たしかに華人文化の公的な場での表出は、インドネシアの統合、インドネシア的な文化に反

するとされた。西カリマンタン華人は、インドネシア人としての地位を受け入れた上で、その枠

組みを用いつつ国家勢力と交渉をし、自前の華人文化を保持した。この動きの例として、シンカ

ワンの黄威康という人物による、華人の廟をインドネシア公認宗教である仏教の施設として、そ

の実質は変えずに残すという運動を取り上げる。またスハルト期の与党ゴルカルへの華人の動員

策についても述べる。 

また、1967 年華人追放事件の余波もあり、地元に産業が乏しい西カリマンタンからインドネ

シアの首都ジャカルタに西カリマンタン華人が大挙して移動し、そこで一大コミュニティーを築

き、成功者を輩出する過程についても記述する。 

これはとりもなおさず 1950 年代には西カリマンタン華人がそれほど意識していなかったイン

ドネシアの存在が彼らにとって前景化していく過程でもあった。しかしながら、スハルト期の同

化政策の実際の実施過程に関しても中央の思惑がそのまま西カリマンタンで実現したというこ

とはなく、結局在地の、国家勢力を代表する機関と華人社会との間での具体的な人と人との交渉

の中で落としどころが決まっていくという過程が進行した。これも西カリマンタン地域の地理的

辺境性ゆえのことであり、これによって、西カリマンタンの華人も、同化政策の影響を直接に受

けることを免れ、彼ら自身の生活に根差した華人文化を保存することが可能となった。 
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第 4 章では、ポストスハルト期（1998-）に西カリマンタン華人の間、また西カリマンタンの

華人とその他の民族との間で起きた変化について記述する。内容は多岐にわたっているが、スハ

ルト体制期に課せられていた華人に対する諸制限が緩和されたことにより、西カリマンタン華人

の政治参加が加速したことを中心に記述する。その政治参加の一つの頂点が、2008 年の華人市

長、および華人の西カリマンタン副州知事の誕生であった。これに対して、華人の政治参加に危

機感を募らせる動きも見られるようになった。 

そのような不安定な状況の中で政治のかじ取りを行うことになった、シンカワン市長ハサン・

カルマンは、華人という存在、華人文化を斬新な方法で表現した。具体的には、西カリマンタン

を構成する要素としてムラユ人やダヤク人と並び華人も重要な要素として、シンカワンはこの 3

民族の民族協和が特徴であり、これはインドネシアモットー「多様性の中の統一」の表現でもあ

るとしたのである。1950 年代においては「国家の外部者」であり「多重の辺境」であった西カ

リマンタンの華人が、スハルト期にはインドネシアの文化にそぐわないとされていた華人文化、

しかも彼ら自身の生活に根差した華人文化によって、「インドネシア性」を表現したのである。

この試みはインドネシアの政治的、文化的権威からも承認、歓迎された。 

それと同時に彼は華人としての側面を基盤にして、台湾との関係も強めている。このようなこ

とが可能となったのも、スハルト体制下に文化的な同化が起きず、ある意味で文化的には現地化

＝インドネシア化がならなかったが、地位としてはインドネシア国民となった彼らの特殊なあり

方のためである。 

第 5 章は、これまでの時系列の記述とは異なり、ポストスハルト期に発表された、現在のシン

カワンの華人の生活を題材にした 3 つの映画を分析する中で、シンカワン華人自身の主観的なア

イデンティティの表現と、外部者から見たシンカワン華人のイメージの間に立ち現われる華人像

を分析する。 

これらの映画はいずれも、シンカワンで盛んであった、華人女性の台湾人や香港人との結婚を

描いている。結婚した後、彼らは台湾や香港で暮らし、シンカワンの実家の家計を助けることに

なる。シンカワン出身でないインドネシア人の監督による映画作品においては、華人とインドネ

シアナショナリズムとは必ずセットで考えられており、台湾に渡っていくのは、たしかに経済的

理由から合理性があるものの、インドネシア華人としては、できるならば避けるのが望ましいと

いう考えに回帰している。これに対して、シンカワン在地の監督による映画においては、同じ主

題を描いていながら、インドネシアナショナリズムに関する問題は後景に退いている。そこで中

心的主題となっているのは、国際結婚が花嫁になる女性と周囲の人々を苦しめることにはなるが、

結婚は確実に実家の経済的上昇をもたらすという事実である。 

ここでナショナリズムを問う必要がないのはなぜなのか。彼らは文化的にはインドネシア化さ

れることなく、華人としての自己認識を保持し続けているが、これが現実の生活の中ではインド

ネシア人としての意識と結びつかないからである。「それでもなお」彼らはインドネシア人なの

であり、そのようなあり方も、ポストスハルト期においては許容されるようになったことが新し

い動きであった。 
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結論では、全 5 章の内容を整理した上で、スハルト体制期の華人同化の考え方に対して、西カ

リマンタン華人という「多重の辺境」に位置する人々の分析からどのようなことが言えるのかを

考察する。西カリマンタン華人は、辺境に位置したために、スハルト体制が望んだような文化的

同化、「インドネシア化」の過程を経ずしてインドネシア国民となった人々であった。彼らは、

インドネシア国民であることを基盤としているが、華人であることも強調し生活している。そし

て特にポストスハルト期には、華人の存在、華人文化も含んだ形で、その「インドネシア性」を

表現するという試みもなされた。このような彼らの経験から、従来のインドネシア華人へのまな

ざし、すなわち、「インドネシアへの忠誠」か、そうでなければ「中国志向＝インドネシアに対

する裏切り」という二項対立的な思考枠組みを相対化できるのではないか。 

 

 

 


